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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、β-1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼ（β3GalT）遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーは、異なるドナー基質（UDP-ガラクトースおよびUDP-N-アセチルグルコサミン）と異なるアクセプター糖（N-アセチルグルコサミン、ガラクトース、N-アセチルガラクトサミン）を用いて多様な酵素機能を発揮するII型膜結合型糖タンパク質をコードしています。β3GalT遺伝子はショウジョウバエのBrainiac遺伝子と遠縁であり、タンパク質コード配列は単一のエクソンに含まれています。β3GalTタンパク質には、β4GalTタンパク質やα3GalTタンパク質には見られない保存配列も含まれています。これらの酵素によって合成される糖鎖はタイプ1型と呼ばれ、β4GalT酵素はタイプ2型の糖鎖を合成します。タイプ1型とタイプ2型の糖鎖の比率は、胚発生中に変化します。配列の類似性により、beta3GalT 遺伝子は少なくとも 2 つのグループ、すなわち beta3GalT4 と他の 4 つの beta3cofactor:Manganese に分類されます。,function:β-1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼは、UDP-ガラクトースから末端に beta-N-アセチルグルコサミン (beta-GlcNAc) 残基を持つ基質にガラクトースを転移します。末端にガラクトース残基を持つ基質も利用できますが、効率は低くなります。糖脂質および糖タンパク質の炭水化物部分の生合成に関与しています。末端に alpha-N-アセチルグルコサミン (alpha-GlcNAc) または alpha-N-アセチルガラクトサミン (alpha-GalNAc) 残基を持つ基質に対しては不活性です。,online information:Beta-1,3-galactosyltransferase 2,online information:GlycoGene database,pathway:Protein modification;タンパク質の糖化。,類似性:グリコシルトランスフェラーゼ31ファミリーに属する。,組織特異性:心臓と脳で検出される。,
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	B3GALT2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

